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WB 1:1000-1:5000,FC 1:200-1:1000

Calculated MW:64,81,75 kDa; Observed MW:72,82,90 kDa

Phospho-PAK4/PAK5/PAK6

Phospho-PAK4/PAK5/PAK6
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	抗原情報
	背景
	PAKタンパク質は、セリン／スレオニンp21活性化キナーゼファミリーであり、PAK1、PAK2、PAK3、およびPAK4が含まれます。PAKタンパク質は、Rho GTPaseを細胞骨格再構成および核シグナル伝達に結び付ける重要なエフェクターです。これらは、低分子GTP結合タンパク質であるCdc42およびRacの標的として機能し、幅広い生物学的活性に関与していることが示唆されています。PAK4は、Cdc42HのGTP結合型と特異的に相互作用し、MAPキナーゼのJNKファミリーを弱く活性化します。PAK4は糸状仮足形成のメディエーターであり、アクチン細胞骨格の再構成に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	ホスホPAK4（Ser474）/PAK5（Ser602）/PAK6（Ser560）ウサギモノクローナル抗体を1:1000で使用したHCT116細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

